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動

均

顰

雑

読

第
二

十
四
卷
第
二

百
八
十
國

號
　
明

治
四

＋
五

年
三

月
＋

五
日

發

行

　
　
　
　
　

　

　

　
一

篇
岬

…

…

艇

●
日
本
産
奴

隷
を

使
役
す
ろ

蟻
類
及
其
近

種

　

蟻
類
に

於
け
る

奴
隷
使
役
の

現

象
の

吾

入
に

知
ら
れ
し

は

今
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
…

b

約
一

百

年
、

西
紀
一

千
七
百

十

年

国
¢
H

白尸
←

の

論
交
に

始
ま
る

、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
一

爾
來
是
等
の

研
究
は

日
ご

共
に

進
み

、

近

年
に

至
b
て

其

興
意
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
一

酪

明
か

な
る

に

至

れ
り

o

是
を

約
言
す

れ

ば

奴
隷
使
役
は
一

種
の

寄
生
々

活
に

過

ぎ
ざ
る

な
り

、

蟻
類
は

他
の

生
物
ご

異
な
り
一

家

族

が
一

個
の

有
機

體
な

る

か

の

如
く

活

動

す
る

者
な

る

が

故
に
、

是
等
相
互
の

間
に

起
る

寄
生
は
一

家
族
が

他
の

寡
族
に

寄
生

す
る

事
ご

な
る

な

り
、

蟻
の

家
族
に

は

生
殖

を

掌
る

女
王

ε

營
養
攝
取

に

從｛
畢
す
る

職

蟻
ご

あ
り
、

故
に

其
の

寄
生
も

叉
多…
樣

に
・
し

て

女

王
ご

職

蟻
ご

を

有
す
る

＝
豕

族
に

他
の

女
王

と

職

蟻
ε

を

有
す
る

家
族
の

寄
生

す
る

事
め
う
、

叉
只
女
王
の

み
に

む
て

職
蟻
な

き

も

の

が

寄
生
す
る

事
あ
り

、

是
の

塲
合
は

生

殖
に

の

み

從
事
す
る

女
　〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
｝

王

が

他
家
族
の

營
養
芬
を

攝
取
む
て

生

活

す
る

も
の

な

る

が

故
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
〜

純
な
る

寄
生
々

活
な
b
、

又
女

王
ご

職

蟻
ビ

を

有
す
る

家
族
が

他

の

家
族
の

職

蟻
の

み

こ

共
棲
し

て

其

等
よ

り

食
物

を

取
る

塲
合
あ

b
是
を
奴
隷
使
役
ご

云

ふ
。

（

論

　
　
諡
）

　

○
日

本
産

奴
隷
を

使
役

す

る

蟻
類
及
其
近

種
（

矢
野
）

理

學

士

矢

野

ゆ

示

幹

奴
隷

使
役
の

制
度
は

如
何
「
・
し

て

起
ら

來
る

か

ご

云
ふ

」

、

蟻
の

雌
が
一

疋
に

て

巣
を

營
む

塲
合
に

高
等
な

る

も
の

に

あ
り

て

は

其

の

芋

供
が

生

長
し

て

職
蟻
こ

な

る

ま
で

自
ら

食
物
を
攝
取
せ

す
自

己
の

養
分

及
び

其
の

子

供

を
飼
育
す
る

養
分
は

凡
て

自
體
中
の

翅

に

屬
す
る

筋
肉

等
を

溝

費
し
て

轉
用

す
、

然
る

に

小

形
な
る

雌

を

有
す
る

種

屬
に

て

は

自
己
の

體
内
の

翦
肉
に

試

り
て

自
己
を

養
は

す
む
て

近
似
の

種
屬
の

家
族

中
に

入
り

食
物
を

取
り
、

…
進
み

て

は

他
の

家
族

中
に

入
り
て

其
の

女
王

を

殺
し

其
に

附

屬
す
る

職

蟻
を

し
て

自

己
を

養
育
せ

む
め

、

自
己
の

子
女
を
飼
育
せ
・
し

の

是
等
の

子
女
が

生

長
乙
て

職

蟻
た

る

に

至
る

頃
は

前
の

槧
の

主
人
な

る

職

蟻
は

多
く

死
し

て
、

新

し
き

家
族
を

生

す
る

な
b
、

吾
人
の

云
ふ

奴
隷
使
役
ご

は

此
の
】

歩

を
進
め

し

も
の

に

む
て

、

前
記
の

如

く

し
て

他
種

屬
を

占
頑
ゼ
・
し

後
も

、

女
王

も
職

蟻
も

自
ら
食
を

取
る

事
を

試
み

す
、

前
の
巛

果

に

あ
り
・
し

臓

蟻
死
せ

む

後
は

再
び

他
の

巣

に

至
り

て

幼
蟲
蛹

等
を

奪
ひ

來
り
て

其
等
を
・
し

て

種
々

の

職
務

に

從
事
せ
・
し

む
る

も
の

な

与
、

此
の

他
集
に

幼
蟲
を

捕…
へ

に

行
く

事

一
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（
論

　
　
説
）

　

0
日
本

産
奴

緑
を
使

役
す

る
蟻

類
及
其

近

種
（

矢

野
）

が

所
謂
奴
隷
狩
に

む

て
、

以

前
は

只
此

事
の

み

が

知
ら

れ

如
何
に

も

不
可
思

議
に

思
は

れ

む

も
、

前
記
の

如
き

種
々

の

状
態
知
ら
れ

て

始
め

て

其

意
昧
明
か

に

な
り・
し

な

り
、

是
等
の

詳

細
に

款
き
て

は

他
日
記

逋

す
る

事
こ

な

し
、

今
は

只

其
の

等

興

味
あ

る

種

族
の

本
邦冖
に

棲
息

す
る

事
に

つ

き

て

略
記
す

る

事
こ

せ

ん
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
 

　
（

奴
隷
制
度
の

起
源
に

就
て

は

ノ

＜
¢

嘗宀p
レ

影

の

通
俗

的
に

記
せ

し

も
の

を

田

中
學
士
の

本
誌
二

十
卷
に

譯
載
せ

ら
れ

し

事
あ
り

）

　

今
日

知
ら
る

よ

奴
隷
を

使
役
す
る

嵯
唱

類
は

次
の

四

屬
な

り

o

　
（

一
）

、

」．
q

ミ
Q

ミ
§

屬
、

北

亜

米

利

加
、

中
央
歐

羅
巴
．

日

本
等

に

分
布

む
一

種
に

む
て

五

亞

種
二

變
種
に

別
た
る

〉

喜
彭
三

の

名
を
以
て

最

も
よ

く

知
ら
れ

陀
る

者

な
り
o

　
（

二
）

、

肉
。

ミ

§
g

屬
中
の
一

種
偽

§
ミ、
ミ

ミ
の

亞

種
及

び

變
種

は

贋
く

北

亞
米

利
加

、

歐
羅
巴
北

及

び

中
部
亜
細

亜
よ
り

本
邦
に

分
布
し

、

払

朋

者
同
樺…

熟
知
せ

ら
る

よ

も
の

な

り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
｝

　
（

三
）

、

こQ

ミ

§
賢

ミ
。

ミ

ミ
ミ
恥

屡
は
二

種
數
亜

種

變
種
あ
り
、

中

…

央
歐
羅
巴
よ

う

小

亜
細
亜

、

西
部
西

比
利

亜
に

分

布

す
。

　
（

四
）

、

薗

ミ
、ヘ
ミ

霧
ミ

ミ
恥

屬
、

二

種
め
・

9
て

歐

羅
巴

及
び

北
亞

米
利
加
の
一

部
に

あ

り

稀

有
の

種
な

り
o

　

此
等
の

内
前
二

者
は

熊
蟻
亜
科
（

9E
で
○

＝
。

9
冒

ε
）

に

屬
し

後

二

屬
は

二

節
蟻
亞

科
（

髯
鴇
巳
09

ご

包
の

種

な
り
、

而
・
し

て

本
邦
に

産
す
る

ご

知
ら

れ
し
は

前
二

屬
の

種
に
・
し

て
、

後
者
は

未
だ

知
ら

れ

す
ビ

云

へ

こ

も

注

意
せ

ば

發

見
む

得
ら
れ
ざ

る

に

め

ら
ざ

る

べ

む
。

　
肉

ミ
ミ艦
§

屬
の

種
は

前
記
の

如
く

只
一

種
の

み

奴
隷
を
使
役
す

る

者

な
れ

ざ

其
の

奴
隷
こ

な

る

者
多
き
に

よ

ら

是
屬
の

者

凡
て

を

記
鐵

す
る

事
ε

な

す
O

●

癡
　

ぎ
ミ
箋
腎

霎

四
ρ

目、
一

醐

コ
白

印
国

』鹽
鍔
　
一

蕊

⇒

駅梱

　
職

蟻
Q

大
顎
は

長
く

劍
默
を

な
・
し

内
方
に

曲
り

、

内
縁
に

多
の

鋸
齒
を
有
す

、

小

顎
鬚
は

四

節
、

下

唇
鬚
は

二

節
、

額
片
は

類
三

角
形
を

な・
し

前
繰

は

賂
卆

直
な
り
。

額
稜
は

短
か

し
、

觸
角
は

＋

二

郤
に

む
て

額

片
の

酋

後
に

接

む
て

生
す

。

單
眼
を

有
す

。

中
胸

ε

後
胸
の

間

は

狹

窄
む

後
胸
は

隆
起
す

。

腹
柄

節
は

厚
く
。

上
縁

丸
く

む
て

稜
を
な
さ

す
o

　
雌
δ

翅
は
一

肘

室
ご
一

圓
盤
室

を

有
す
o

　
雄

。

觸
角
は

十
三

節
に
・
し

て

鞭
部
第
一

節
は

短
か

く

幅

長
さ

略

等
む

く
、

第
二

節
は

最
も
長

し
。

　
分
布

。

中
央
歐
羅
巴

、

北

亜
米

利
加
の

中
央

部
及
び

日

本
。

　
本
屬
の

種
は

次
の

如・
し

、

　
N星゚

§

籌・・
§
銚

9 ．
ミ
冨

§
窃

H
」

二、
三い
＝し

ヨ゚

　
　
　
佛

蘭
西

、

伊
太
利

、

瑞
西

、

獨
逸

等
、

　
丶》幽
、．、

S
賽、
こ

吮

恥ヘ

ミ
ミ．
駐

＜
＞

z（
v°

　
　
　
日

本
、

　
旨）層
、．〜

ミ
零、
こ
恥

奪，へ、〜、
、

ε）
恥

」
ナ
≡

5、

　
　
　
北
米
コ

ロ

ラ

ド

よ

リ
ア

ル

カ

ン

ず
ス

、

イ

リ

ノ

イ
、

　
、 ソ・
｝．、
ミ
あ

象

毳

奪．

ミ（・へ
躊

≦
メ

ミ
更へ．
§
ミ

ニ、』
三

毒」’

　
　
　
メ

キ

シ

コ

、

　
」冒・

芝

〜
ひ

§
窮

建
ミ
こ

、

ノ

く
レ
砿

ン

；
z

客
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籃
圖

サ

ウ
ブ

イ

ア

リ

の

饕
全

形
（

約
＋

三

倍）
。

第

歯

型
器

（

飼

倍
）

。

第
三

圖

同
上

觸

角
（

同

倍
）

。

第
四

圖

同
上

下

唇

鬚
（

同
倍
）

。

第

五

圖

同
上

小
顎

鬚
（
同

倍
）

。

　

第
六

圖

　
ア

カ

ヤ

マ

ア
リ

の

職

蟻
頭

部
〔
約
十

三

倍
。

第

七
圖

　
同
上

胸
部（
同

倍
）

。

第

（
圍

　
同
上

觴
柄

節
（

同

倍
 

。

丶
丿
5

 
ノ

3

・

○

北
米
釧
イ

ス

コ ．
ン

シ

ン

、

『

ミ
冨

§
竃

赱
8
〜

ミ
〈

竃矗
、
ご

、

ミ

≦
田
出一「」
国

犀゜

北
米
イ

リ

ノ

イ
、

ミ

寒゚
。

§
務

、

§

き
ホ

蜜髭
ド

篝゚

　
　

　

北

米
ニ

ュ

ー

ヨ

ー

ク

よ

b
コ

ロ

ラ

ド
、

　
以

上
の

内
丶冒
三
こ．
ミ

§

が

N・．
ミ．
ミ

費
←

」

ミ
ミ（
ミ

パ
へ〜

毳

ピ
ン．
雫

一
甕
冖一・冖
』

の

亞

種
變
紳

を

奴
隷
こ

な

す
の

み

に
・
し

て

他
の

諸

種
は

凡
て

  ．
ミ．
ミ
、へ・

こぺ
蕚．（

二
・・

の

亜

種

變
種

を
奴

隷
こ

な

す
o

  ．

（

論
　
　

覦
）

　
○
日

本
産
奴

隷
を

使

役
す

る

蟻
類
及
其

近
種
（

矢

野
）

　
　

　

糖ヘ
ミ
聟
唖

噛．
矯
勵
；
◎．
h

曵
酎、
蓑鴇
毳
賽

巨h
ρ

崕

鵠
゜

　
　

　
　

　

　
砿

言四
簗

一

．’
賜へ
こ
し

：

蕁．
螽
樹

瑚

b2e

「

　
　

　
　

サ
ム

ラ
イ

ア

リ
（

新
務
）

、

（

第
一

i
五

圖
）

　
　

　
ノ 、°
ヨ（

」

H
）

超（
旨、ヒ

〆
＜
回

一

尸

一
¢

＝
‘
冖）

一

；°

　
灘

蟻
0

颱
脱

長
五

乃
至
⊥

ハ

粍
、

繭
甥

並
叩

は

粨
州

五
点

月

形
、

兩
伽

槻

略
丕

−

行

・
し

、

後
頭

突
出・
し

て

其
の

後

縁
略

卆
直

を
な

す
o

大
顎
は

狹
長
に

・
し

て

内
芳
に

屈

曲・
し

先
端

尖
b

、

外
縁
に

多

數
の

鋸

齒
を

有
す
o

額

片
は

三

角
形
に

む
て

廣
く

扁
李

、

前
線
殆

李

直
な

り
。

額
室

小

に
・
し

で

幅曲
脂ハ
く
、

　館
後

縁
縫
線
己
ほ

圓
ノ
、

並
剛

縁
縫

線
は

殆
牛

直
な
・
り
o

中
央
線
は

長
（

明

瞭
な
り
。

觸
角
は
短
か

き
方
に

て

莖
節
は

頭
の

後
線
に

逹
し

先
端
に

近
く

多
少

膨
大

す
。

鞭
默
部
は

長
く

糸
状

、

第
一

飩

及
び

第
二

篩｝
は

長
・
し
。

單
眼
は

朋
瞭
な

り
。

複
眼
は

隆

起

す、

胸

部
は

頭
部

よ
り

少
く

狹
く

、

前
胸
は

背
面

園
く
、

中
胸
は

輻

よ
b
も
長
く
、

背
面
多
少
扁
李

な

b
、

前
中
胸
縫
線
は

朋
か
片．

り
。

中
胸
背
板
ご

中
胸
側

板
こ

の

間
は

明
か

な

る

横
縫
線
を
な
す

。

中

後
胸
凹
部
は

幅
炭
し
。

後
胸
は

前
胸
よ
り

も
少
し

く

幅
狹
く
、

中

央
隆
起
む
て

背
面
ご

斜
面
ご

は

殆
ご

直
角
を

な

す
o

背
面
ビ

蒭
面

は

略

同
長
に

乙
て

前
者
は

少・
し

く

凸

面
を
な

む

後
者
は

多
少

凹
面

を

な
す

。

腹
柄
節
は

幅
後
胸
よ

り

狭
く
、

上

面
は

圓
く

幅
廣・
し

前
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「

（

論

　
　

説
）

　
0
日

本
産

奴
隷
を

使
役
す

る
蟻

類
及

其
近

榁
（

矢
野
）

面
は

凸

出
し
後

面
は

扁
李

に

し
て

下
方
に

て

凸
出
・
し

。

腹
部
は

短

く

上

面
よ

り
類

球

形

を
な

す
。

罷
は
粗

面
に

し
て

下
面

、

肢
、

大
顎

腹
部
の

末
端
は

多
少
光
澤
あ

b
。

額
片

、

前
胸
及
び

後
胸
の

背
面

、

腹
柄
節
の

上
縁

、

腹
部
等
に

褐
色
の

剛
直

な
る

毛
あ
り
。

大
顎
に

は

短
毛

あ
り
o

萩
褐
の

軟
毛
は

微
細
に
・
し

て

軆
の

上

面
及

び

肢
觸

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

角
等
に

多
生

す
。

全

體
黒

褐
色
乃
至

濃
赤
褐
色

を
呈・
し

、

觸
角
肢

竺
寸

は

多
少
淡
・
し
o

　
難

。

體
長
七
・

五

粍
、

胸
部

は

發
達
す

、

中
胸
背
板
は

扁
卆

に

後

胸
の

背
面
は

短
か

し
、

體
黒
色
、

觸

角
、

肢

及
び
口

部
は

黒

褐
色

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

に

む
て

鞭
朕
部

及

び
蹶

節
は

淡

色
な

b
。

剛

毛
は

少
く
金
色
軟
毛

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

胸
腹
部
の

背
面
に

多
く

頭
部

及
び

肢
に

は

少

し
。

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
禳
地

。

日

向

國
霧
島

山
（

予
）

、

豊
前

國
企
救
郡
（

予
）

、

東
京
（

小

熊
揮

氏
及
び

予
）

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
此
の

變
種
の

他
の

種
ご

異
る

點
は

後
胸
の

隆
起
著

し

き

事
、

軟

毛
短
か

く
、

體
に

光
澤
少
き

事

等
に

し
て

體
色
の

濃
く

し
て

黒
褐

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

色
乃
至

濃
赤

褐
色
を
呈
す
る

は

特
に

原
種
の

萋
麗
な
る

赤
偈

色
な

賑

購
翻

報

鷺
征

勃

難
質

癖
…

の

職
蟻
の

地
上
に

出
で

居
る

事
は

只

所
謂

奴
隷
狩
の

際
に

過

ぎ

す

し
て

他
の

塲
合
は

其
の

奴
隷
な
る
ク

ロ

ヤ

マ

ア

フ

寒
『

蕊執
へ

§

誉
−

動

自

藩
毳

鼕
！・
盞
楓へ
耄

§
、

寒

が

棄
ロ

を
出
入

す
る

の

み
な

る

が

故
に

注

意
せ

ざ
れ

ば

發

見

し
得
ざ
る

も
の

な

り
。

從
つ

て

其

分
布
も
今

日
に

て

は

明

細
に

知
ら
れ
ざ

れ
こ

も

九

州
湛

於
て

も

發
見
せ

し
よ

四

b
推
す
に

本
邦
至

る

厨
に

棲
息

す
る

者
な

ら

ん
o

　

本
種
は
丞・

原
の

畠
、

路

榜
、

叉
は

少

む
く

禾
本
科
の

小

草
の

生

ぜ
る

所
等
比
較
的
乾
燥
せ

る

向
陽
の

地
に

彙
を

造
る

、

藁
の

造
誉

は

凡
て

奴
隷
の

仕
事
な

る

が

故
に

外
觀
は
ク

ロ

ヤ

マ

ァ

リ

の

巣
ビ

別
つ

べ

き
な

く
劾

春
に

は

數
個
の

噴
火
山

形
の

土
を

盛
め
た

る

榮
調

口

を

有・
し

夏
仁

至

れ

ば
二

個
夂

は

三

個
に

數
を
臧
す

。

奴
隷
狩

は

⊥

ハ

月

末
よ

b
入

月
頃
迄
に

む
て

午

後
に

行
は

れ

夕
刻
に

至
る

事
あ

り
、

同
じ

巣
よ

り
一

日
に

次
次
に

出
掛

け
る

事
三

度
に

及
ぷ

事
あ

り
。

奴
隷
狩

を

な
す

に

は

集
よ

り
四

五

間
乃
至

十
二

間
位
ま
で
の

ク

ロ

ヤ

マ

ァ

リ

の

輿
に

向
ひ
て

數
百

疋
の

蟻
は

幅
四

五
寸

長
さ

二

間
位
の

隊
を
な

む
て

進
み

、

先

着
の

も

の

は

歃
の

巣
の

周

圍
を
守

り

居
る

ク

ロ

ヤ

マ

ァ

フ

に

囓
み
つ

き

居
る

間
に

他
の

者
は

欒
の

中

に

突
進・
し

、

各

自
幼
蟲
夊
は

蛹
時
に

は

脱

皮
せ

し
ば
か

り
の

白
色

の

職

蟻
を
捕
へ

て

集
に

搬
ひ

去
b
其
の

全
く

無
ー

な
る

迄

數
度
繰

り

返
し
て

止
む

。

同
時
に

巣
外
に

て

爭
ひ

居
り

し

者
も

去
り

て
、

後
に

は

多
少

傷
き
定

る
ク

ロ

ヤ

マ

ァ

リ

殘
り

て

其
集
の

ロ

に

土
を

蓮
び
て

塞
ぐ
を

見
る

、

即

ち

彼
等
は

職

蟻
又
は

女
王

を

殺

す
事
な

く

只

幼
轟
蛹

等
を
掠
奪
で

る

の

み
な

b
、

斯
く
て

數
週
の

後
に

此

の

巣
が

其

勢

力
を

回

復
し
て

幼
蟲
多
き

に

至

れ

ば

再
び

來
り

て

其

幼
蟲
等
を

奪
ひ

去
る

を

見
る
D

　

是
に

關
聯
し
て

面
臼
き

事
實

を
見
た
も

昨

年

夏
期
こ

の

奴
隷
狩

を

観

察
中

、

牙

ホ

ク

ロ

ア

リ
へ
壇

ミ

ミ｝

§
o

ミ

き
、、
≦

ミ
ミ
ミ、

こ

言
§
帖

ミ
沁

の

職

蟻
が

四
五

疋

來
り

て

今
む
も

掠
奪・
し

て

歸
り

行
く
を

道
に

擁

・
し

て

其
口

よ

り

幼
蟲

蛹
等
を
奪
ひ

持

ち
去
る

を

見
た

ウ
、

而
・
レ

て

N 工工
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常
に

オ

巾

ク

ロ

ア

リ

の

勝
利
に

歸
す

る

は

如
何
に

も

不
思

議
に

思

は
る

よ

所
に

て
、

其
の

戰
鬪
的

行
爲

が

全

く

奴
隷
狩

な
る

一

事
に

の

み

行
は
る

3
に

過
ぎ
す
し

て

他
の

敵
こ

の

爭
の

全
く

不

可
能

な

る

を

證
す
る

が

如
し
u

ク

ロ

オ

ホ

ア

ヲ

は

他
種
の

蟻
を

養
ふ

も
の

に

あ

ら
ざ
れ

ば

是
は

只

食
物
こ

し
て

奪
去
り

し

も
の

な
る

べ

し
。

　

本
種
の

學

名
は

亳
缶

爵
同・

巽

敖
授
の

提

言
に

從
ひ
て

命
ぜ

し

駈

に

し
て

和

名
も

假
に

サ
ム

ラ

イ

ァ

リ

の

名
を

以
て

呼
ば
ん

こ

す
。

　

本

種
の

生

態
に
つ

き
て

は

己
に

注

意
せ

ら
れ

し

人
も

多
か

ら
ん

か

な
れ

こ

も

未
だ

記

迹
せ

ら

れ
し

も
の

を

發
見
せ

す
、

農
學
士

小

熊
揮

君
の

觀

察
せ

ら
れ

其
の

標

本
を

惠
逶
せ

ら

れ・
し

は

己
に

十

余

年
亠

剛

に
・
し

て

予
も

亦
當
時

少
む

（
蜘
脚

察
せ
・
し

事
τ

の・
り

き
o

●
雇
衝

　
蟹
♂
憶

鼕
き
魯

冒

hZZ

邑．

　
職

蟻
。

大

顎
は

廣
く

多
數
の

齒
あ

る

咀

嚼
線
を

有
51
。

小

顎
鬚

は
亠

ハ

節
。

下
唇
鬚
は

四

節
。

額

片
は

不

等

四

邊

形
に

し
て

多
少

中
央
隆
起

す
っ

額
室
は

明
か

な

り
。

額
稜
は

後
方

に

廣
が

b
長
か

ら

す
。

複
眼
は

額

面
申
央
よ

り

も

後
方
に

扁
す
c

觸
角
は

十
二

勧

に

し
て

額
片
の

後
縁
に

接
し

て

生

す
。

莖
節
は

先

端
に

向
っ

て

少

・
し

く

厚・
し
。

腹
柄
彿
即

は

鱗
片
眦

从

に
一
扁
爪
丁

な

り
　
　

鰰

扼

の

大
さ

は
繍
久

化

あ
る

も

明
か

な
る

多
形

を
な

さ

↑
。

　
雌

。

頭
部
腹
柄
節
は

職

蟻
に

同
ご
。

前
翅
は
一

の

肘
室
ご

圓
盤

室
を

有
す

。

　
雄
O

大
顎
は

扁
卆

に

む
て

鏡
き
咀

嚼
線
を
有
し

先

端
に
一

齒
を

（

論

　
　
説）

○

日

本
産

奴
隷
を
使

役
す

る

蟻

類
及

其
近
種
（

矢
野
）

有
す

。

稀
に

數
齒
を

有
す
。

額
稜
は

短
か

き
か

又
は

遇

隼
。

觸

角
は
十
三

節
に

し

て

長
き

莖

節
を

有
し

、

鞭
欺
部

第
一

節
は

第
二

麓

即

よ
り

短
か
・
し
u

　

分

布
。

舊
北
洲

、

新

北
洲
の

冷

部
に

産
すー、

　

本

屬
の

和

名
に

前
年
目

録
を

記
す

に

際・
し

て

ク

マ

ア

リ

の

名
を

用
ひ

だ

り
、

此
の

名
己

に

蟲
譜
岡
説
に

出
で

廣
く

用
ひ

ら
る

≧

も

其
の

何
を

指
す
か

朋
瞭
14

ら
ざ
ら
’
し

を
以

て

普

迺
な
る

黒

蟻
を
含

む

本
屬
に

用
ひ

ん

こ

せ

b
、

近
時

石

州
博
士
の

動
物
學

敷
科

書
に

早
（

9
ミ
蛇

§
。

量
。・

ε

信

す
べ

き

圖
あ
り
て

此
の

名
を

用
ひ

ら
る

ー

も

の

あ

る

を
發

見
し

其

他
記
蔵

不

完
全
に

亡

て

何
者
こ

も

明

か

な

ら
ざ
れ

ざ

屬
名
負

§
農

ミ
ミ
竈

に

附
す
る

事
多
き
が

如
き
に

よ

り

即
ち
ク

マ

ア

リ

の

名
側

去
り
て

ヤ

マ

ァ

リ

の

名
を
期
ゆ

、

ヤ

マ

ァ

リ

の

名
叉
ク

マ

ア

リ

を

列・
し

て

蟲
譜
に

あ
り
、

類
似
の

も
の

を

指
す

事
明

か

に

又
本
屬
の

赤
色
の

も
の

を
信
州
に

て

ヤ

マ

ァ

リ

ご

云
ふ

よ
b
、

廣
き

意
味
に

用
ひ

ら．
る

弐

恐
あ

る

語

な
れ
ご

是
レ

用

ゆ

る

事
に

せ

b
。

　
此
の

屬
を
二

亞

驫
に

別
つ

、

  、
ミ

§
§

及
び

噂
9．

冬
§

ミ

毳

是

な
り
。

本

邦
に

知
ら
る
・

♪

は

前
者

の

み

な
b
。

亞

屬
　
』
ぎ

旨
b
・

き
自

曾
口

劉
国

5
属
哩

園
 

頴
肖

お
G
騨

　
職
蟻
及
び

魁
。

額

稜
は

よ

く

發
逹
す
。

觸
角
鞭
飛
部

第
一

節
は

第
二

、

第
三
の

和

よ
b

も

短
か

し
o

　
雄

∪

腹
部
は

胸
部
よ・
り

も

長・
し
9

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

’
　

　
　

ー

　

本
邦
に

産
す

る

も
の

四
種
及
び

亞
種
を

含
む

、

先
づ

種
の

索
引

五
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（

論
　
　

説
）

　
O
日

本

産

奴

隷
を

使

役
す

る

蟻

額

及

其
近
種
（

矢
野）

表

を
記

し
次
ぎ
て

各
種
の

記
述

を
試
み

ん
ご

す
。

　
　
職

蟻
索
引
表

。

A
、

額

片
の

前
緑
中
央
は

深

く
彎
入

す

…
−・
…
：

B
、

額
片
の

前
縁
は

彎
入
せ

す

　
乱

後

頭
部

は

深
く

彎
入

し

兩
側
突
出
す

…
−

・

　
h

後

頭
部
は

圓
形

に

て

彎
入
せ

す

　
　

ノ

a

體
は

黒
褐
色

…

…

…
…

…

…

…

…・

…
…

　
　
レ

體
は

暗
赤
色
・

…
・
・

（

目

）

●

あへ
§
ミ
碁

ミ

、、
5
く
ゐ、
奪

芝 》

〉・ ま
←

象

き
嚇．
ヒ
剣

＆
含

漣駒
き
遷

鬢
、

喝

ミ
ミ

同

｝
薄

鶉゜

　
　
4
鱒
ρ

鴨・

丶
嵩

ミ．
疑、
偽
睾
篭

瀏

翼
患
斷

畔

頃
゜

ア
カ

ヤ
マ

7
リ

（

新
稱
）

、

（

第
亠

バ

ー
八

圖
）

　
　
肉
。

こ、
ミ．
ま

嚢
ミ
ミ
ミ
き

　
く

碧．°

 〜
恥

ミ

ミ
舅

ゴ

蹇
；
く”

黐
つ

。一゚

　
　
討｝
三響・

診
二
ご

h

　
も。

事。°

＜

＝

」
】
Q。

謹

二｝°

謡
♂

層】

象
ご

　
　

≦
≡

三
＝

叢
調
二】
ご

〉

三

2．．

ヨ
蒙．

Z｝
夛
嗣

寡
ρ

×
X
唄

劉
一

3、｝°

　
　
づ・

話
に

∴

ご

喬
崔

し
。

二

蕚
一

二・
ぎ．

謬一
ぎ
写

二

；
Oφ
）

ら
目

零

　
職
蟻

。

體
長
、

六

乃
至

九

粍
、

頭
部
は

類
四

角

形
に

し
て

長
ご

輻
は

畧
同
じ
く

後
方
少・
し

く
廣
し
。

後
頭
慨

畧
李

直
、

大

顎
は

廣

く

弼

大
な
b
。

額
片
は

前
緑
の

中

央

深
く

彎
入

す
。

額
室
は

光

澤

な

し
。

中
後
胸

間
は

角
ば

り
て

凹
入

す
。

後
胸
の

背
面
及
び

斜
面

間
は

澗
き

角
を
な

す
。

腹
柄
節
は

廣
く

鋭
線
を

有
む
上

方
は

多
少

凹
入
す
る

か

又
は

殆
ご

李
直
な

り
。

暗

赤
色
を

呈・
し

、

後

頭
は

褐

色
を

帶
ぷ

、

腹
部
は

黒

褐
色
に

し
て

其
の

基

部

は

赤
色
に

富
む

。

光

澤
な

し
。

腹
部
は

厚
く

荻
色
の

軟

毛

を
生

す
、

頭
胸
部
に

は

短

亠

ノ 、

　

か

き

毛
を

生
す

。

　

　

本
變
種
の

　
鶏

ミ
ミ
ミ〔
←

‘

異
な

る

點
は

色
の

暗
色
を

呈

す
る

　

事
な

も
。

　

　

産
地

。

札

幌
（

小

熊
掉
氏
）

。

　

　

本
釋
に

つ

き
て

は

目

己
靠
K

が

職

蟻
に
つ

き
て

知
せ
・
し

外
記
載

へ
　

な

し
。

〉
翼

；
訃

が

HH

＞

影
；
2｝
）

の

探
品
を

記
せ
・
し

中
に
辱、
ミ，
ミ
γ

へ…
　
へ．
乱

恥

§
ミ雨
叙

ミ
ま

定

記
せ

る

も
の

あ

り
（

剴
d
拝

三

鬆゚

目
討
叶

2
暮巳

　
H、

豊
訟

ゴ
O
諍

づ・

蓐
鈴
）

雌
な
b
し
ご

云
へ

ば

多
分
此
の

變
種

な
る

…
　
べ

し
ご

ノ

＜
＝ 
受
「・
≡卩

は
云
へ

り
、

予
も

是
に

賛
同
す

。

冒
〜

ご

勇
ノ ．

｝
　

は

産
地

構
演
ε

せ

り
、

例
に

よ

り
て

直
に

横
濱
に

探

集
せ

b
ε

は

　

課…
め

す
し
て

可
な
る

者
な
る

可
し
。

從
つ

て

本
邦
の

分
布

は

不
明

一
　

暸
な

う
。

心
　

　

前
に

も

記
せ
・
し

如
ー

羣
ミ

§
ミ

群
は

奴
隷
夕

使
役

す
る

者
に

　

し
て

、

本

邦
に

あ
る

變
麺
も

亦
然
る

可
き
を

想

像
す

。

今
世
界
に

…
　

知
ら
る

よ

本
種
の

變
種

亜

種
等

を
見
る

に

竺

鶏

ミ、
き
ミ

ま

【

≧
一尸．

一
　

は
歐

羅
巴

及
び

亞
細
亞

に

廣
く

分
布
し

變
樋

§

ミ
羹

婁
§

蓼．
話・

影
鯵
製
瀦
馨
驚
瓢

劉
遡

蕪

　

誉
象

3

§

Σ

〜
さ

及

び

堅
国

ミ
N

ミ
、

寒
｝、
g

の

亜
種

變
種
等
な
b
。

…

（

5
噛
ギ
N6

．
ζ
働

匙
螽
噛．噂
ミ
寄

『會

　

7
．冖
7
譜
3

壁
⇒

≦
、
懸

謹
論

幅

詮

凵

の

膠
目

餌
【

哩
猛゜

　
H8

妻
び

は

本
種
を

樺

太
に

採

集
せ

り
ε

報

告
せ

り

（

〉

鬘8

賓
d
胆・

N
。
。

ご
〆

。

9

脅

H
一

ε
登
識
（い

あ
叶・

づ
へ

さ
 

三）・

≦
月
一
〇

3
掠）9
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噂
號 一 十 入 百 二 第 誌 雑 學 物 動（1L7 冫

　 11

＜1
12

グ
9

○
10

循

⇔

ゐ
グ

　

ー6

胸

羇
ご

蘇
黎
帥

リ

黷
顰

麟
蠶
圖

岡
阯

上

腹
柄

節
。

　
第

十
三

圖
　
ツ

ノ

ア

カ

ク

マ

ア

リ

の

職

蟻
頭

部
へ

仙

刷

十
三

倍
）

。

航
竭・
†

四

圖

同
上

胸
部
（

約
十
三

倍）
、

第
十

五

圖

同
上

駿
柄

節冖
約
十
三

倍
）

、

第

十
穴

圖
　
同
上
大
顎
（

二

十
倍
） 。

　
第
十
七

圖
　
ク

ロ

ヤ

マ

ァ

リ

の

雄
全

形
（

入

倍
） ．一

第
十
八

圖

同
上

雌

（

約
六

倍
学
）

。

第

十
九

圖

同

上

翅
〔

約

六
倍
牛
）

．

第
二

十

圖

職

蟻
頭

部（
約

十
三

倍
）

。

第
二

十
一
圖

　
同
上

下
唇

鬚
（

二

十
倍
）。

第
二

十
二

圖

同
上

小
顎

鬚
〔

二

十
倍
｝

。

第
二

十

三

圖
　
同
上
職

蟻

胸
部
（
約
十

三

倍
）

。

第
二

十
四

圖

同
上
腹
柄

節ハ
約

十
三

倍
） 。

（
論

　
　

説）

OH

本
産
奴

隷
を

使
役
ず

ス

蟻

類
及

其

迥

種〔
矢
野）

一
。。’

）

予

は

未
だ

標
水

を
得
ざ
る

が

故
に

ヲ
ニ

葺
く

　
に

從
っ

て

職

蟻
に

つ

き
て

の

み

記

す
。

　

職
蟻

。

暗
色

叉
は

鮮
色
の

銹
赤
色

を
呈

す
、

後
頭

、

觸
角

前
胸
背
等
に

は

暗
褐
色

班

あ
り

、

腹
部
は

黒

色
、

肢

は

多
部
分

は

褐

色
。

全

體
に

剛

毛
多
し
。

　

分
布

の

歐

羅
巴

よ
り

西
比

利
亞
に

分

布

す
D（“

脚

）

轡
ざ
爭．
b

匙

 ．
亀

賠、一
ミ
ご
凶、
。

箸
露國響
譜覃゚

鱈

ヤ鞠
：

ミ・
急
ミ、
、

喬

室
♂．
一−
＞
7，
田

》

凵
ρ

一

剛響

閑

；
臼

は

是
を

樺
大
よ
り

記

む
（

〉

菖

七
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（128）治 明四三 年 五 十月五 十日

（

論
　
　

設）

OH

本
産

奴

驃
を
使

役
す

る

蟻

類
及

其
近
種
〔

矢
野
）

目
磊．
N8

ド

レ
。

巴゚
H
昌

も

曾
加

ρ

oQ
け゜

評
“

Φ

屡
び゚

＜
H

目゚

冨
O
も。

二〕°

一

G 。・
）

｝
オ］
）

諺

は

国
》
H

豪

晝
じ

の

採

品

中
に

得
た

リ
ビ

云
ふ

 
色゚

冒

奏

国

幹

多
⇔

冒・

嘉
し
。

8”
噂

高
ゆ

・。

）

然
し
後

者
は

思
ふ

に

次
の

變
種
に

あ
ら

ざ
る

な

き
か

。

予
は

未
だ

何

れ
よ

り
も

是
を

見
す

。

　
次
の

癈
種
ビ

の

邁
別
の

點
は

本
種
に

存

す
る

脛
節
の

散
生
せ

る

剛
毛
が

變
種
に

は

な・
し

ビ

云
ふ

。

　
分

布
。

中

部
及
び

北
部
歐
羅
巴

よ
リ

ガ

フ

刺
涌

、

ト

ル

キ

ス

タ

ン

等
に
由
産

す
o

（
矗

）

西

比

利

亞

瞭
ざ
讐

ミ

註
6
喬

憶

富
、

訂

ご．
富

譯
（

 
鳥
o
、

喬

　

4、
餮
『°

煢
愚
韓
遭

O
愚

話
靴
幅

頓

閏
⇔
回

0
冩

H°

ヱ

ゾ
ア
カ
ヤ
マ

ア
リ

（

新

穩
）

（

第
九
1
十
二

圖
）

　
　
　
喝（）

窰［
こ

≦
←

§

巴．

鬘
5
曁

曇゚

髯
磊゚

目
匹

二一
ご

霞
σQ励

×
＜
ト
一

押

　
　
一

¢

21

》

02

彡
丶

≡
涓
頚“
夛

団

己
鬥

≧
話
ぴ

録
瑟’

賭
暮゚

HH

溢
戸

　
　
メ
図
HH

レ
巳
ρ

H
）°

こ。

讒

二・
μ

竃

髣ノ、
し
）

2
雪｝
二・

ぎT

§一

ぎ
年

　
　

お
8
も
」
G 。

G。「

　

職
蟻
o

體
長

五

乃
至

七
粍

、

頭
部
は

卵
形

に
・
し

て

幅
よ

う

も

長
く
後
縁

及
び

兩

側
は

卆
直

に

近
か
・
し

、

大

顎
は・
廣
ー

鋸

齒

を

有
す

」

額
片
は

中
央
隆
起
し

前

線
は

圓
む
。

額
室
は

比

較
的
長

ぐ

中

央
線
は

短

く
・
し

て

不
明

瞭
に

、

額

稜
は

短
く・
し

て

李
行
す

。

單

眼
は

小

な

b
。

中
後

胸
間
は

狹
く

深

し
、

後
胸
は

圓
く

隆
起
す
。

腹
柄

節
は

橢
園
形

を
な
む

上
縁
圓
く
鏡

む
。

全

體

面
は

粗
に

む
て

光
澤
な

く
、

額
室
は

卆

滑
な
b
。

全
體
に

短
か

き

黄
色
毛

を

密
生

八

し

腹
部
に

て

は

多
く

し
て

絹
樣
光

澤
を
帶

ば・
し

む
。

頭
胸
部

、

腹

柄
節

、

肢
等
は

赤
黄
色

、

腹
部
は

褐
色
な

ウ
。

　

産
地

、

越
後

國
長

岡
（

中
村
正

雄
氏
、
、

同
中
頸
城

郡

へ

大
橋

良

一

氏
）

、

　

信
濃

國
諏
訪
郡
（

千
野
光

茂

氏
）

、

同
淺
間
附

近
（

予
）

、

岩
代

國
（

内
田

清
之

助
氏

）

。

　

本
島
の

中
部
以

北
の

山
地
及

び

北

海
疸

に

分
布
す
る
が

如
く

、

宥
N
毋・
2
は
ト

ム

ス

刺
、

N
鐫

刻
刻
附

近
に

得
た
り

ご

云

ふ
。

　
落
葉
松
下
に

落
葉
の

多
數

を
集
め

て

其
の

中
に

佳
す

。

　
附

記
。

菘
村
博
士
著

續
日

本

千
蟲

圖
解
第
三

卷

百
四

十
三

頁
に

ア

カ

ア

ジ

寒
こ

ミ
ミ

Σ

〜
郎

H
ト

な
る

も
の

あ
る

も
、

吾
人

は

未

賢

ご

ミ
8

が

本
邦
に

産
す
る

を
聞
き
・
し

事
な

く
採

集
せ
・
し

事
も

な

・
し

、

或
は

前
記
の

諸
變
種
の

内
の

何
れ

か

な
る

か

ご

思
ふ

も

其

等

を

決
定
・
し

得
る

丈
の

特
徴

記

載
し
め

ら

す
、

而・
し

て

圖
に

つ

き
て

見
る

に

後
頭
の

兩

側

突

出
し

居
る

如
く

記
し

あ
り

て

全
（

所

謂

望
鳶

群
の

も
の

こ

異
リ

ミ
塁
。

欝

な
る

や
の

戚
あ
り
、

吾
人
は

其
何
種

を
指
す
か

を
剣

定
し

得
ざ
る

を

逡
憾
こ

す
。

（

徹
）

鞄
ご
憶

§
酬

oa

弋

栓

零
6

暮
鳥

鍵

器
o

ミ
戳

嘱
【

｝
罰
国

》

ヨ
内゜

　
　
棚

ノ

ノ

ア

カ
hT

マ

ア
リ
（

新
稱
じ

（

第
十一
ニ

ー
十
山

ハ

圖
）

　

　
N、同
ミ．、
ミ【、（
£
毳
象

ミ

と

蓬一
ゴ

＝一
昌（

ラ
　
ピ’
G
「・
三
9
屮

一

 
O
冖．

　
》

嶋（
ご

閏

9
篝
訂

閂
o
譬戸］
置

oQ
蝕

臣
Φ

M

唱．

諮「

　

　
噂イ
O、．
こ

ミ

§
　

§
恥

S
ミ
　
震
馳

象
肺

黛

　
高
7

≡

ヨ・

じ
Φ

畧
ω

9冒．
」・
ゴ
壁

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
M

　
麟
o

騎
o

ξ’

蓐
OO

も
」
つ。

塗゚

職

蟻
9

髓
長

五

乃
至

七
．

五

粍
、

頭
部

は

長
く

む
て

後

頭
は
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二 第 誌 雜 學 物 動白號 一 ＋ 入（12
「」ノ

深
ぐ

彎
入
・
し

爾

側
は

角
状
に

突
出
す

。

額
片
は

前
縁
に

凹
部
な
・
し
。

小

顎
鬚
は

長
く
・
し

て

六

節
。

大
顎
は

哩
嘱
縁
及
び

内
線
に

不

規
則

な
る

齒
を
有
す

。

中

胸
背
面
は

扁
李

。

腹
柄
節
は

幅
狹
き

鱗
片
状

を

な・
し
、

上

縁
は

深
く

彎
入

す
。

銹
赤
色
乃
至

黄
赤
色

、

額
片
及

び

觸
角
は

暗
色

。

後
頭
部
に

は

大
な
る

褐

色
班
あ

り
○

前
胸
背
に

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
｝

は

褐

色
小

班
あ

り
o

腹
部
は

黒

褐
色
を

呈
す

。

全
體
光

澤
少
（

軟

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
皿

毛

密
生
6

、

僅
炉

に

剛
毛
を

見
る
。

　

予
は

未
だ

砌

蟻
を

得
ざ

れ
こ

も

參
考
の

爲
め

譯
載
す

。

　

雌
。

後
頭
は

深

（

彎
入

む

腹
柄
は

幅

廣
ぐ

む
て

深
ぐ

彎
入

す
。

　
…

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
一

色

彩
濃
色
に

し
て

後
頭

、

胸
背
及
び

腹
部
は

褐

色
を

呈・
し

、

冷

身

に

軟
毛
密
生
す
e

體

長
入

乃
至
九
・

五

粍
り

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
｝

　

雄
。

後
頭
は

廣
く

凹
入

す
。

複
眼
に

毛
を

有
す
．

全

體
黒
色
に

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
一

し
て

、

生
殖

器
は

黄
色

、

肢
は

黄
褐

色
、

腹
部
は

光

澤
あ

り
。

體

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
 

長
亠

ハ

乃
至

九
粁一
、

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
 

　

産

地
。

越
後
國
長

岡（

中
村
正

雄

氏
）

、

笏

後
腰

長
木
（

予
）

。

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
一

　

本
種
は

未
だ

本
邦
よ

り

記
載
せ

ら
れ

し

事
・

き
種

類
に

己
て

記

載
と

に

て

は

よ
く

合
一

す
れ
こ

も
若
厂

標

本
を
比

較
せ

ば

或
は

其

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
…

變
種
ピ

な
す

可
き

も
の

な
る

や

も
測
り

が

た
し
。

廣
く

北
瓢

及
び

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
 

中
部

歐
羅
巴

、

カ

ノ

カ

ズ
、

西

比
利
亞

、

ア

ル

タ

イ

山

等
に

分
布

す
。

本
邦
に

あ
り
て

は

前
者
だ

共
に

贋
く

本
島
中
部
以

北
の

山
地

に

産
す
る

も
の

な

ら

ん
。

　

　
（

ε

』

ご
譯
ざ

、

毳
塗
丶
 噛

さ
含

剛・°

　

　

　
　
　
　
護
霊．°
°
U
螽

 
9
諱
軌

O
魯

謡
⇔
巨
勘

e
＝°

　

　

　
　
ク
ロ

ヤ
マ

ア

リ
（

新
稱
）

（

第
十

七
ー

廿
四

圖
）

（

論
　
　
賦
）

　
O
日
本
産

奴

隷
を

使
役
す

る
蟻

類
及

其
近
龝
（

矢
野
）

　
　
　

寒
、

蓬
寒

丶

龕
§
臓

皐

冒
o
肖

蓉
自

o

譲
5、》
閑

巨゚

oqo
。°

塁
−

　
　
e

≡，p’一

窓
o
ω

9
戸
H

こ

蓬
コ
のQ｛｝〔

ご

一）’
一
つ。

笋

　
　
　

｝・．
ミ
ミ
＼

ぎ
議

藝．’
、〜

さ
§
ミ
恥

ミ

窪’
。」

蔓、
レ
窪
ひ

あ

睾〜
＜．

　
　

；
二

（
ざ
。゚

×

二
（
δ〔
〕”
山゜

旨
ρ

ピィ（
三

塁
M

寓

蓉
『

鬘
←

⊆

臣
冨畳

　
　
フ

｝

豪「

謡［
ピ一
三

三

養”

×
く
HH

ひ

一
つ

Or

亨

｛
δ
一

》
zc
冖
｛

m

冨
旦
ピ

　
　

≦
享

　
匡

ぎ．

以
解

；
門

勹印
二．
ぎ
一

ε
ヱ

ニ》

記

郵

彡、一
高

塁
冒・

ぎ

　
　
切

巳一

≧
に
o
ヒ．

零
二

勇

賭酬
『囓

曁゚
。

£

×

×
HH
層
一

〇

〇

ρ

辱゚

 
悼

辞

　
　
デ、
三
篝
「」】

窓
賓
丁

乞
畧
口

旨．

；
鐸

岑
葦
ぴ

霞
拳

国

〆
H
〜

「

＝
Φ
O

ご

　
　｝

二
¢

　
　
　
畑、
ミ．
ミ
  、
象

丶へ
塗．
織

＼ぺヘ

ミ
“

〈

鴛
丶

§
§ 
§

に
竃

擘

算
【
）

o

暮．

　
　
」

旨
广

賦
 

計
。｝
二，
一
三一〔〕

モ’
一

¢
刈

　
職

蟻
．

躰一
長

四
。

五

乃
至
⊥

ハ
。

五

粍
，

冖
頭

部

卵
形
に
・
し

て

長・
し
o

後
頭
は

圓
く
額

片
は

中

央
隆

起
す
Q

大
顎
は

廣
ー
咀

嚼
線
に

は

整

然
P

、

る

齒
あ

り

先

端
の

も
の

光
る

）

額

室
は

三

角
形
に

む
て

長
さ

幅
ズ一
竺
寸

し
o

額結
稜
は

短
く

後
車

力

に

少・
し
ノ

＼
田

開

く
o

觸
柘
月

は

甚
だ

長

む
。

胸

部
は

狹
長
に

む

て

中
後
胸
間

は

な
だ

ら
か

に

凹
陥
す

。

後

胸

圓
く

背
面
は

斜
面

よ

り

も
長

し
。

腹

柄

節
の

鱗
片
は

厚
く
、

輻

廣
く

し
て

上

縁
は

角
ば

り
て

彎
入

す
。

躰
は

黒
色

乃
至

黒

褐
色

或

は

多
少
赤
褐
色
を
呈
ず

る

事
あ
う
。

肢
の

先
端
は

淡

色
塚

b
。

全

躰
光

澤
あ
る

軟
毛
を

密
生
・
し

剛
毛
は

甚
だ
少
し
。

　
唯

。

躰
長
十

乃
生

十
一

粍
、

職
蟻
に

類
す

。

頭
部
は

幅

廣
く

長
さ

鮒

暢

ご

殆
ご

同紬
し
Q

額
室

は

長
さ

よ
b
も

輻
牘・
し
o

觸
角
短

p

し
o

腹

柄
節
の

鱗
片
は

比
較
的

薄
し

。

腹
部
は

肥
尺

な
bQ

光

澤
あ
る

黒

色

に

し

て

軟
毛

あ
り
．

九
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○
日

本

産

奴
隷
を

使
役
す

る

蟻
類

及
其
近

種
（

矢
野
）

　
雄

。

躰
長
十

乃
至

十
一

粍
、

躰
は

甚
し

く
長
・
し
。

頭
部
は

類
四

角
形

。

大
顎
は

小
に

し
て

小

數
の

齒
を
有
す

。

單
眼

及
び

複
眼
は

大
な

b
。

觸
勇
は
精
T

節
短
ビ
。

胸
部
強
大
に

こ

て

中
胸
大
な
ら
。

後

胸
は

短

縮
す

。

腹
柄
節
は

厚
く

後
面
隆

趨
す

。

上

線
及

び

側

縁

は

圓
く
・
し

て

鋭
ら
す
o

匹

紋

は
浦
晒

長
な
h／
o

腹
部
は

長・
し
o

里浦
色
に

し
て

肢
及
び

腹
部
先
端
は

灰
褐

色
な

り
。

軟
毛

密
生

す
。

　
産
地

。

九

州
、

四

國
、

本
島

、

北

海

迸
等
至

る

所
よ
b

本
種
の

標

本
を
得
だ
り
。

　
東
京
附

近
に

て

は

到
る

所
見

ら
れ

ざ
る

な

ぐ

多
少
乾
燥
せ

る

畠

一

〇

地
原
野

等
に

噴
火
山
歌
に

土
を
盛

り

出
す

。

四
月

莉
め

よ
り

出
で

昆
蟲
其

他
の

死
屍
を

食

し
、

植
物
性
の

廿

昧
を
嘗
め

、

夊

蜥
蟲
の

あ
る

所
に

集

ま
る
。

　
羽

蟻
の

出
つ

る

は

七
入

月
頃
に
・
し

て

他
種
の

如
く
一

時
に

多
數

飛
び

出
す

事
は
な

き
が

如
し
o

以

上
に

て

本
邦
に

産
す
る
丶．
。

ミ
ミ
3

穿
・

蔓
ミ

爾

屬
に

就
き

て

賂

記
せ

り
、

只

其
の

材
料
少
く

し
て

充
分
な
る

研
究
を

試
み

得

ざ
る

を

遺
憾
こ

す
、

而
し

て

此

等
二

屬
の

分

類
ヒ
の

位
置
等
は

他

の

屬
を
記
す

の

日

に

延
せ

り
。

〜亀，
〜「
5
で

〜

≦匸
、ー
ビ「
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r
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（
ー
ボ　
、
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を
〔
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冫馳
〜
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